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SIDS in HPV programme & CCAP 
SIAM 19, 19/10/2004 

初期評価プロファイル（SIAP） 
 

塩化コリン  

  
物質名：Choline chloride  

化学式：C5H14NOCl   

CAS No.：67-48-1  

 

SIAR 結論の要旨 

 
カテゴリー/同族体のデータを使用する理由  

いくつかの状況において、ヒト健康影響に関し、他のコリン塩(例、サリチル酸コリンマグネシウム)の入手

可能なデータを評価し、塩化コリンの証拠の重みアプローチを補足した。副生物(例：非経口的ばく露)による

毒性の可能性について正当な考察がなされた。  

  
ヒトの健康  

コリンは食物成分であり、食品中で遊離コリン、並びにホスホコリン、グリセロホスホコリン、スフィン

ゴマイエリン、及びホスファチジルコリンのようなエステル化した形状で検出される。コリンはアセチルコ

リン、リン脂質、並びにメチル受容体ベタインの先駆物質として機能し、また細胞膜構造の保全、メチル代

謝、コリン作動性の神経伝達、膜貫通型信号伝達、並びに脂質とコレステロールの輸送と代謝にとって重要

である。  

 
食事中のコリンは小腸の管腔から吸収される。さらに食事により供給されるコリンは膵臓中の酵素的切断

による他の栄養摂取源(例えば、ホスファチジルコリン)から利用できる可能性がある。コリンが消化管から吸

収される前に、一部はバクテリアにより代謝され、ベタイン及びメチルアミンを形成する。空腹時の血漿コ

リン濃度は 9 から20 μmol/L まで変化する。  

 
コリンの高用量摂取による主要（critical）な有害影響は、コリン作動性の副作用の補強的証拠(例、発汗及

び下痢) と生臭い体臭を伴う低血圧である。不十分な食事摂取の後に、コリン蓄積の減少及び肝臓損傷（ア

ラニンアミノ転移酵素の上昇により評価されたように）が進行するかもしれない。  

 
塩化コリンの動物試験は低い経口急性毒性を示す（様々な試験で確定した LD50は 3150－≥5000 mg/kg bw 

の範囲）。ヒトのコリンに起因する急性毒性は、トリサリチル酸コリンマグネシウムの≥3000 mg/日経口摂取

後にも観察されなかった。  

 
ウサギにおいて、塩化コリンは皮膚及び眼に僅かな刺激性をもたらすかもしれない。動物における感作性

データは入手できない。塩化コリンの皮膚感作性はヒトにおいて無視できるとみなされる。  
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DEN（ジエチルニトロソアミン）でイニシエートした動物においてフェノバルビタール及び DDT の肝臓

腫瘍プロモート活性に対するコリンの影響を調べるために特別に計画された限定的な反復投与試験において、

混餌により 72 週間にわたって、約500 mg/kg体重/日をラットに投与した後に、30週間の観察期間を設けた。

生存率、体重、並びに相対的肝臓重量に関して対照群に比べて有意な影響は観察されなかった。一部のある

病理学的調査だけが剖検（肝臓及び肉眼的異常を示すほかの組織に限った組織学的調査と共に肉眼的試験）

で実施された。有害影響は観察されなかった。そのため、本試験の NOAEL は≥500 mg/kg 体重/日であった。

ヒト成人に対する耐用摂取量の上限は約 58 mg/kg 体重/日(米国の食事摂取基準の科学的評価に関する常任

委員会)に対応して 3.5g/日で設定されている。 

 

塩化コリンはin vitroで試験すると変異原性、染色体異常誘発性、並びに DNA 損傷の可能性を示さない。

更に、塩化コリンは警告部分構造(structural alert)がない。よって、in vivoで遺伝毒性を示唆しない。  

 
発生毒性影響は、妊娠 1 日から 18 日間のマウス経口投与 1250 mg/kg 体重/日で観察されなかった。現

在の勧告値 (4160 mg/kg 体重/日)以上の用量、および母体毒性と関係のあるレベル以上の用量では発生毒性

影響を生じた、しかし、これらは過度の用量で生じた母体毒性の二次的なものであった。本化合物はマウス

において有意ないかなる発生毒性も生じない。 

 
動物試験及びヒトのばく露から得られた証拠は塩化コリンの毒性は低く、変異原性がなく、発生毒性がな

いことを示唆している。これは食品中の存在や体内の代謝過程で産生されることを考慮すれば予想できない

ことではない。塩化コリンは神経伝達、細胞膜の保全、並びに脂質代謝において重要な役割を果たす。生殖

影響については限定された動物データが 1 件だけ入手可能であるが、食品及び一般的代謝過程で形成される

塩化コリンの明らかな量にヒトが通常ばく露されていることは、有意な生殖毒性を持つとする主張への反論

を呈する。これは、生殖影響について認められている明白な有害影響なしに数十年間、動物の飼料添加物と

して広く用いられてきたという事実によって支持されている。  

  
環境  

塩化コリンは白色の結晶固体であるが、市場ではアミン様臭気のある無色の液体(70－75％ｗ/ｗ水溶液)と

して売られている。塩化コリンは、実測の水溶解度は約 650g/L(計算上の水溶解度は 1,000,000 mg/L)であ

り、計算上の蒸気圧は 6.57×10－10hPa（25℃）である。ヘンリー定数は 2.06×10－11Pa･m3/モル（25℃）が

算出された。Mackay LevelⅠを用いた分布モデルは主な標的コンパートメントが水（100％）であることを

示唆している。他のコンパートメントの総量は＜0.0001%で無視しうる。塩化コリンはOECD判断基準（MITI-

Ⅰ試験； BOD測定)に従って易生分解性であり、14 日以内に 93％が分解する。本物質の構造に基づき、加

水分解は考慮から除外される。大気中において、塩化コリンは、12 時間日長（12hours day）に基づくヒド

ロキシラジカルにより約 6.9 時間の半減期（ｔ1/2）であり、迅速に分解されるだろう。実測値 logKow(25℃)

は－3.77、計算値 logKow(25℃)は－5.16、計算値 logKoc は0.37 であることから、生物蓄積性または土壌蓄

積性は予想されない。  

 
水生毒性はいくつかのGLP及び非GLP試験ガイドラインに従って、淡水種および海水種について測定され

ている。淡水魚種O.latipesは LC50(96 時間)＞100 mg/L、海水魚種L.limandaは LC50(96 時間)＞1,000 

mg/L が夫々確定された。無脊椎動物種 D.magnaは急性毒性（EC50(48 時間）＝349 mg/L であった。21 日
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のミジンコ繁殖試験において、21 日 NOEC(繁殖)＝30.2 mg/L であった。淡水藻類 Pseudokirchneriella 
subcapitataは Er(b)C50（72 時間）＞1,000 mg/L であった。  

  
ばく露 

塩化コリンの 2002 年の世界生産量は 10,000 から 50,000 トンの範囲であった。  

 
ヨーロッパの生産現場では、塩化コリンは加圧及び室温条件下で酸化エチレンと塩化トリメチルアンモニウ

ムの反応により閉鎖系で製造される。ばく露は製造、輸送、並びに工業的使用中に発生するかもしれない。

塩化コリンへのヒトばく露可能性のある主要経路は作業場での皮膚接触及び吸入である。作業者のばく露は、

密閉系であること、産業衛生上の管理及び個人保護具対策が適切であることにより限定される。  

 
塩化コリンは 1930 年代初期以来、動物飼料の添加物として広範に使用されている。この用途分野では、

塩化コリンのほぼ 100％は、固体として混合され、直接動物の飼料に混合するか、液体物質として顧客に売

られ、特別に設置された混合器械に直接投入される。非常に少量の塩化コリン生産品が、植物成長調整剤分

野のための製剤として用いられる。  

 
一般的に、次の製剤が商業用途で用いられる；バルク製剤、溶液状(70%まで)製剤、植物を担体とした製剤、

アモルファスシリカを担体とした製剤。  

  
勧告及び勧告の理論的根拠、並びに勧告された追加の研究の特徴 

本化学物質は有害性プロファイルが低いために、現在のところ、追加の研究の優先度が低い。  

  

  
［著作権および免責事項について］ 

［著作権］ 

本資料の著作権は弊センターに帰属します。引用、転載、要約、複写（電子媒体への複写を含む）は著作権の侵害となりますので御注意下さい。 

［免責事項］ 

本資料に掲載されている情報については、万全を期しておりますが、利用者が本情報を用いて行う一切の行為について、弊センターは何ら責任を

負うものではありません。また、いかなる場合でも弊センターは、利用者が本情報を利用して被った被害、損失について、何ら責任を負いません。 
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